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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】使用者の体に密着し易い吸収性物品を提供する
こと。
【解決手段】幅方向と、前記幅方向と交差する長手方向
とを有する基体、及び、吸液性部材を備え、幅方向と、
前記幅方向と交差する長手方向とを有する吸収体、を具
備し、前記基体の前記長手方向と前記吸収体の前記長手
方向とが同じ方向となるように、前記吸収体が、前記基
体の前記透液性表面シート上に重ねられており、前記基
体の前記幅方向における両側部には、前記基体の前記長
手方向に沿って、前記透液性表面シートと前記吸液性コ
アとが、連続的に、または、不連続的に、圧縮された圧
縮部が設けられている吸収性物品であって、前記基体の
うち、前記吸収体の前記最小部分が重ねられる部分にお
ける、前記両側部に設けられた一対の前記圧縮部の、前
記基体の前記幅方向の長さが、前記吸収体の前記最小部
分の、前記吸収体の前記幅方向の長さ以上であることを
特徴とする吸収性物品。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透液性表面シートと、不透液性裏面シートと、前記表面シートと前記裏面シートとの間
に介在する吸液性コアとを備え、幅方向と、前記幅方向と交差する長手方向とを有する基
体、及び、
　吸液性部材を備え、幅方向と、前記幅方向と交差する長手方向とを有する吸収体、
を具備し、
　前記基体の前記長手方向と前記吸収体の前記長手方向とが同じ方向となるように、前記
吸収体が、前記基体の前記透液性表面シート上に重ねられており、
　前記基体の前記幅方向における両側部には、前記基体の前記長手方向に沿って、前記透
液性表面シートと前記吸液性コアとが、連続的に、または、不連続的に、圧縮された圧縮
部が設けられている吸収性物品であって、
　前記吸収体は、前記吸収体の前記幅方向の長さが最小となる最小部分を有し、
　前記基体のうち、前記吸収体の前記最小部分が重ねられる部分における、前記両側部に
設けられた一対の前記圧縮部の、前記基体の前記幅方向の長さが、
　前記吸収体の前記最小部分の、前記吸収体の前記幅方向の長さ以上であることを特徴と
する吸収性物品。
【請求項２】
　請求項１に記載の吸収性物品であって、
　前記最小部分は、前記吸収体の前記長手方向における中央部に設けられていることを特
徴とする吸収性物品。
【請求項３】
　請求項２に記載の吸収性物品であって、
　前記吸収体の前記長手方向における中央部は、前記基体から離隔可能となっていること
を特徴とする吸収性物品。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の吸収性物品であって、
　前記圧縮部は、前記基体のうち、前記吸収体の前記最小部分が重ねられる部分に３本以
上設けられており、
　一対の前記圧縮部は、前記最小部分が重ねられる部分に設けられた前記圧縮部のうち、
前記幅方向における最も一方側に位置する前記圧縮部と、前記最小部分が重ねられる部分
に設けられた前記圧縮部のうち、前記幅方向における最も他方側に位置する前記圧縮部で
あることを特徴とする吸収性物品。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の吸収性物品であって、
　前記吸収体は、前記吸液性部材を内包するシートと、前記シートが身体に接触する側に
位置する肌当接面と、前記シートが身体に接触しない側に位置する非肌当接面とを有し、
　前記吸収体の前記長手方向の中央部は、前記シートの前記非肌当接面の一部と前記シー
トの前記非肌当接面の他の一部とが、前記幅方向の中央部において、前記長手方向に沿っ
て対向するように接合された幅狭領域であることを特徴とする吸収性物品。
【請求項６】
　請求項５に記載の吸収性物品であって、
　前記基体のうち、前記幅狭領域が重ねられる部分における、一対の前記圧縮部の、前記
基体の前記幅方向の長さが、前記幅狭領域の、前記吸収体の前記幅方向の長さ以上である
ことを特徴とする吸収性物品。
【請求項７】
　請求項５または請求項６に記載の吸収性物品であって、
　前記吸収体の前記長手方向において、前記幅狭領域は、前記吸収体の前記幅方向の長さ
が前記幅狭領域の前記幅方向の長さよりも長い第１領域と、前記吸収体の前記幅方向の長
さが前記幅狭領域の前記幅方向の長さよりも長い第２領域との間に位置することを特徴と
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する吸収性物品。
【請求項８】
　請求項７に記載の吸収性物品であって、
　前記幅狭領域の目付は、前記第１領域および前記第２領域の各目付よりも低いことを特
徴とする吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液を吸収するための吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、経血などの所定の液を吸収するための吸収体を備えた吸収性物品が知られている
。このような吸収性物品には、例えば、第１吸収体（基体）と、第１吸収体に重ね合わさ
れた第２吸収体（吸収体）とを有する２層構造のものがある。更に、第２吸収体を身体の
臀部等の溝部に密着させることを目的とし、第１吸収体に対して第２吸収体を離隔させ、
第２吸収体を溝部に挟み込ませて使用する吸収性物品も提案されている。（例えば、特許
文献１）。
【特許文献１】特開２００２－１５９５３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、特許文献１に記載の吸収性物品では、第２吸収体は第１吸収体から離隔した状
態で溝部の間に挟みこまれているため、使用者の動きが大きいと、第２吸収体が溝部から
外れてしまう虞がある。
【０００４】
　そこで本発明は、上記のような従来の問題に鑑みなされたものであって、使用者の体に
密着し易い吸収性物品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記のような課題を解決するために、主たる本発明は、透液性表面シートと、不透液性
裏面シートと、前記表面シートと前記裏面シートとの間に介在する吸液性コアとを備え、
幅方向と、前記幅方向と交差する長手方向とを有する基体、及び、吸液性部材を備え、幅
方向と、前記幅方向と交差する長手方向とを有する吸収体、を具備し、前記基体の前記長
手方向と前記吸収体の前記長手方向とが同じ方向となるように、前記吸収体が、前記基体
の前記透液性表面シート上に重ねられており、前記基体の前記幅方向における両側部には
、前記基体の前記長手方向に沿って、前記透液性表面シートと前記吸液性コアとが、連続
的に、または、不連続的に、圧縮された圧縮部が設けられている吸収性物品であって、前
記吸収体は、前記吸収体の前記幅方向の長さが最小となる最小部分を有し、前記基体のう
ち、前記吸収体の前記最小部分が重ねられる部分における、前記両側部に設けられた一対
の圧縮部の、前記基体の前記幅方向の長さが、前記吸収体の前記最小部分の、前記吸収体
の前記幅方向の長さ以上であることを特徴とする吸収性物品である。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、使用者の体に密着し易い吸収性物品を提供することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本明細書及び図面には、少なくとも次の事項が開示されている。
【０００８】
　透液性表面シートと、透液性表面シートと、不透液性裏面シートと、前記表面シートと
前記裏面シートとの間に介在する吸液性コアとを備え、幅方向と、前記幅方向と交差する
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長手方向とを有する基体、及び、吸液性部材を備え、幅方向と、前記幅方向と交差する長
手方向とを有する吸収体、を具備し、前記基体の前記長手方向と前記吸収体の前記長手方
向とが同じ方向となるように、前記吸収体が、前記基体の前記透液性表面シート上に重ね
られており、前記基体の前記幅方向における両側部には、前記基体の前記長手方向に沿っ
て、前記透液性表面シートと前記吸液性コアとが、連続的に、または、不連続的に、圧縮
された圧縮部が設けられている吸収性物品であって、前記吸収体は、前記吸収体の前記幅
方向の長さが最小となる最小部分を有し、前記基体のうち、前記吸収体の前記最小部分が
重ねられる部分における、前記両側部に設けられた一対の圧縮部の、前記基体の前記幅方
向の長さが、前記吸収体の前記最小部分の、前記吸収体の前記幅方向の長さ以上であるこ
とを特徴とする吸収性物品である。　
　このような吸収性物品によれば、装着中に基体が使用者の太ももに挟み込まれると、一
対の圧縮部を境に、圧縮部間の領域が身体側に湾曲するため、使用者の溝部に入り込んだ
吸収体を圧縮部間の領域により支持することができる。そして、上述の吸収性物品のよう
に、一対の圧縮部間の幅方向の長さを、使用者の溝部と当接する吸収体の領域（最小部分
）の幅方向の長さ以上とすることで、溝部に入り込んだ吸収体を広い面積の基体で支持す
ることができ、吸収体が溝部に入り込み、使用者の体に密着した状態を安定して維持する
ことができる。
【０００９】
　かかる吸収性物品であって、前記最小部分は、前記吸収体の前記長手方向における中央
部に設けられていること。　
　このような吸収性物品によれば、吸収体の最小部分が身体の溝部と当接し易くなる。
【００１０】
　かかる吸収性物品であって、前記吸収体の前記長手方向における中央部は、前記基体か
ら離隔可能となっていること。　
　このような吸収性物品によれば、使用者の溝部と当接する吸収体の領域（長手方向の中
央部）が基体から離隔可能であるため、装着の際に、吸収体を使用者の溝部に入り込ませ
易い。また、吸収体が溝部に入り込んで装着されたとしても、基体の圧縮部間の領域が太
ももの挟みこみにより身体側に湾曲するため、吸収体は安定して身体の溝部に入り込んだ
状態を維持することができる。
【００１１】
　かかる吸収性物品であって、前記圧縮部は、前記基体のうち、前記吸収体の前記最小部
分が重ねられる部分に３本以上設けられており、一対の前記圧縮部は、前記最小部分が重
ねられる部分に設けられた前記圧縮部のうち、前記幅方向における最も一方側に位置する
前記圧縮部と、前記最小部分が重ねられる部分に設けられた前記圧縮部のうち、前記幅方
向における最も他方側に位置する前記圧縮部であること。　
　このような吸収性物品によれば、基体は、基体に設けられた圧縮部のうち、幅方向にお
ける最も両側端側の圧縮部を境に湾曲しやすいため、最も両側端側に設けられた圧縮部間
の幅方向の長さを、吸収体の最小部分の幅方向の長さ以上にすれば、吸収体が溝部に入り
込んだ状態を安定して維持することができる。
【００１２】
　かかる吸収性物品であって、前記吸収体は、前記吸液性部材を内包するシートと、前記
シートが身体に接触する側に位置する肌当接面と、前記シートが身体に接触しない側に位
置する非肌当接面とを有し、前記吸収体の前記長手方向の中央部は、前記シートの前記非
肌当接面の一部と前記シートの前記非肌当接面の他の一部とが、前記幅方向の中央部にお
いて、前記長手方向に沿って対向するように接合された幅狭領域であること。　
　このような吸収性物品によれば、吸収体の長手方向の中央部の幅方向の長さを、吸収体
の他の領域の幅方向の長さよりも短くすることができるため、吸収体を使用者の溝部に入
り込ませやすくなる。また、シートの一部分同士を接合するだけであるため、製造方法が
容易である。
【００１３】
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　かかる吸収性物品であって、前記基体のうち、前記幅狭領域が重ねられる部分における
、一対の前記圧縮部の、前記基体の前記幅方向の長さが、前記幅狭領域の、前記吸収体の
前記幅方向の長さ以上であること。　
　このような吸収性物品によれば、使用者の溝部と当接する吸収体の領域（幅狭領域）が
広い面積の基体で支持されるため、吸収体が溝部に入り込んだ状態を安定して維持するこ
とができる。
【００１４】
　かかる吸収性物品であって、前記吸収体の前記長手方向において、前記幅狭領域は、前
記吸収体の前記幅方向の長さが前記幅狭領域の前記幅方向の長さよりも長い第１領域と、
前記吸収体の前記幅方向の長さが前記幅狭領域の前記幅方向の長さよりも長い第２領域と
の間に位置すること。　
　このような吸収性物品によれば、身体の溝部と当接する幅狭領域以外の領域（第１領域
および第２領域）は幅狭領域よりも幅が広く、外観上において、使用者に安心感を与える
ことができる。また、例えば、第１領域が膣口と当接する場合には、幅の広い領域で液体
を受け止めることができる。さらに、第１領域および第２領域は比較的に平面な形状であ
るため、例えば、第２領域が臀部（腰部）と当接する場合には、使用者が横になった時に
使用者に装着の違和感を与えてしまうことを防止できる。
【００１５】
　かかる吸収性物品であって、前記幅狭領域の目付は、前記第１領域および前記第２領域
の各目付よりも低いこと。　
　このような吸収体によれば、接合部によりシートの一部分同士を接合し易くなる。また
、吸液性コアの使用量を抑えられる。
【００１６】
＝＝＝本実施形態＝＝＝
〈生理用ナプキンの概略構成〉
　以下、吸収性物品を生理用ナプキンとして説明する。以下では、生理用ナプキンの身体
に接触する側を表面側とし、下着に接する側を裏面側とする。また、生理用ナプキンは全
体として所定方向に長い形状を成し、この所定方向を長手方向とし、この長手方向と交差
する方向を幅方向とする。そして、生理用ナプキンの表面または裏面に対する法線方向を
厚み方向とする。まず、生理用ナプキンの構成概要について説明する。
【００１７】
　図１は、ベース吸収体１０の表面側の平面図であり、図２は、トップ吸収体２０の表面
側の平面図であり、図３は、ベース吸収体１０とトップ吸収体２０が接合された状態を示
す図であり、図４は、生理用ナプキン１の斜視図である。図１のベース吸収体１０の平面
図には、トップ吸収体２０の外形線を仮想的に点線で示している。この生理用ナプキン１
（吸収性物品）は、ベース吸収体１０（基体に相当）と、ベース吸収体１０の表面に重ね
合わせられたトップ吸収体２０（吸収体に相当）とを備えた２層構造の生理用ナプキンで
ある。
【００１８】
　この生理用ナプキン１にあっては、図３に示すように、生理用ナプキン１の幅方向にお
ける中心線ＣＬ上であって、長手方向における中央より前側に、膣口対面想定位置Ｚ（膣
口対向部位に相当）が位置するようになっている。即ち、生理用ナプキン１では、膣口対
面想定位置Ｚから後側の長さの方が、同位置Ｚから前側の長さより長く形成されている。
【００１９】
　また、トップ吸収体２０の前端部２０ａがベース吸収体１０の前端部１０ａに接合され
ている一方で、トップ吸収体２０の後端部２０ｂは、前端部２０ａを支点としてベース吸
収体１０から分離して移動可能な自由端になっている。よって、生理用ナプキン１の使用
者は、まず、長手方向が身体の前後方向に沿うようにベース吸収体１０を下着の内面に付
着固定し、下着を穿いた状態においてトップ吸収体２０の後端部２０ｂを引き上げ、トッ
プ吸収体２０が臀部等の溝部に入り込むように装着する。そして、主にトップ吸収体２０
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によって排泄される経血等の液体が吸収される。
【００２０】
　なお、本実施形態のトップ吸収体２０の長手方向中央部（幅狭領域５１，詳細は後述）
は、図２に示すように、前端側２０ａや後端側２０ｂに比べて幅方向の幅が狭くなってい
る。
【００２１】
　また、ベース吸収体１０は、透液性の表面シートと、不透液性の裏面シートと、表面シ
ートと裏面シートとの間に介在した吸収体基材（吸液性コアに相当）とを有する。ベース
吸収体１０の表面シート側には、表面シートと吸収体基材が溝付きエンボス加工により、
厚み方向に圧縮され、図１に示すように、ベース吸収体１０の幅方向の両側部に、長手方
向に沿って延びた一対の圧縮溝１５ｃ，１５ｄ（圧縮部に相当）が形成されている。
【００２２】
　そして、本実施形態の生理用ナプキン１では、ベース吸収体１０のうち、トップ吸収体
２０の幅狭領域５１が重ねられる部分における、一対の圧縮溝１５ｃ，１５ｄ間の幅方向
の長さＷ３が、幅狭領域５１の幅方向の長さＷ１以上であることを特徴とする。　
　以下、生理用ナプキン１の各構成要素について詳細に説明する。
【００２３】
＜ベース吸収体１０について＞
　図５Ａから図５Ｃは、それぞれ、図１中のＡ－Ａ断面図、同Ｂ－Ｂ断面図、同Ｃ－Ｃ断
面図である。なお、図５中ではトップ吸収体２０の外形線のみを仮想的に点線で示してい
る。
【００２４】
　ベース吸収体１０の平面形状は、長手方向に長尺な略長方形である。そして、ベース吸
収体１０は、液体を吸収する吸収体基材１２と、少なくとも吸収体基材１２の表面側をそ
の全面に亘って覆って設けられた表面シート１４と、吸収体基材１２に吸収された液体の
裏面側への漏れを防止するための裏面シート３０と、幅方向の外側への液体の漏れを防ぐ
防漏壁４６を形成するためのサイドシート４０と、を有する。
【００２５】
　吸収体基材１２は、パルプを粉砕した粉砕パルプを積層させた粉砕パルプ積層体１２ａ
と、粉砕パルプ積層体１２ａの中に混入された高吸収性ポリマーと、粉砕パルプ積層体１
２ａを包むティッシュペーパー等の透液性シート（不図示）と、を有する。
【００２６】
　表面シート１４は透液性シートであり、その素材は適宜な不織布等で、例えば、ポリエ
ステルやポリエチレン等の合成樹脂繊維で形成されたエアースルー不織布や同スパンレー
ス不織布等が親水化処理等されて使用される。
【００２７】
　表面シート１４と吸収体基材１２はホットメルト系接着剤を介在させて溝付きエンボス
加工により、厚み方向に圧縮され、接合一体化される。溝付きエンボス加工とは、互いに
対向する一対の挟圧部材（不図示）を用いて行われる。一対の挟圧部材のうちの一方の挟
圧部材は、連続するリブ状の突部を有すると共に、リブ状の突部の頂部には更に島状の突
部がリブ状の突部の連続方向に関して間欠的に設けられている。また、もう一方の挟圧部
材におけるリブ状の突部と対向する面は平坦に形成されている。よって、溝付きエンボス
加工後の表面シート１４と吸収体基材１２に形成される圧縮溝１５は、図１に示すように
、低い圧縮率で圧縮された低圧縮部１５ａと、それよりも高い圧縮率で圧縮された高圧縮
部１５ｂとが圧縮溝１５の延在方向に交互に形成されている。
【００２８】
　このような圧縮溝１５が形成された領域の剛性は高くなる。生理用ナプキン１は、股の
挟み込みにより幅方向に圧縮力が働くと、幅方向の両側部に形成された圧縮溝１５ｃ，１
５ｄが折れ起点となり、一対の圧縮溝間の領域（１５ｃと１５ｄの間の領域）が身体側に
盛り上がる。一方で、一対の圧縮溝１５ｃ，１５ｄよりも幅方向における側端側（サイド
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シート４０側）の領域は太ももに沿って折れる。つまり、一対の圧縮溝１５ｃ，１５ｄに
よりベース吸収体１０が股により挟み込まれたとしても、一対の圧縮溝間の領域にてベー
ス吸収体が折れてしまうことを防止することができる。このように、股の挟み込みにより
、圧縮溝１５にて囲まれた領域が中高状となることで、ベース吸収体１０の上に重ね合わ
せられたトップ吸収体２０を下側から支え易くなる。また、トップ吸収体２０とベース吸
収体１０との接触状態も維持され易くなり、トップ吸収体２０が吸収した液体のベース吸
収体１０への移行性も高まる。
【００２９】
　裏面シート３０（不透液シートに相当）は、例えばポリエチレンやポリプロピレン等を
素材とする液不透過性シートであり、その形状は、長手方向には吸収体基材１２よりも長
く、幅方向には吸収体基材１２よりも広い形状である。そして、裏面シート３０の表面側
に、ホットメルト系接着剤にて吸収体基材１２が接着され、また、前端部３０aと後端部
３０ｂにおいて、裏面シート３０と表面シート１４は溶着等により接合され（図１中に網
掛けで示す部分を参照）、これにより、裏面シート３０と表面シート１４との間に吸収体
基材１２が保持されている。ちなみに各シートの層間にはホットメルト系接着剤が介在し
ていることが好ましい。
【００３０】
　なお、裏面シート３０の裏面側には、生理用ナプキン１を下着の内面に配置した後に、
その配置位置から生理用ナプキン１がずれないように下着の内面に付着固定するための「
ずれ止め用付着部」が設けられている。このずれ止め用付着部は、例えば、裏面シート３
０の裏面における所定範囲に塗布されたホットメルト系接着剤であり、ベース吸収体１０
の前端部１０ａから後端部１０ｂまでに亘って連続して形成されている。
【００３１】
　また、下着と生理用ナプキン１とのずれ止めをより強固なものにすべく、裏面シート３
０の幅方向の両端には、ウィング部３２が幅方向の外側に延出して形成されている。ウィ
ング部３２の裏面にも「ずれ止め用付着部３３」が設けられおり、ウィング部３２は外側
に折り返され、ずれ止め用付着部３３によって下着の外面に付着固定される。ちなみに、
長手方向に関するウィング部３２の中心位置と、前述の膣口対面想定位置Ｚとは一致して
いる。
【００３２】
　サイドシート４０は、図５Ｂに示すように吸収体基材１２の幅方向の両端部の近傍位置
に防漏壁４６を形成するためのものであり、図１に示すように長手方向に沿って、表面シ
ート１４を表面側から覆って設けられている。なお、サイドシート４０は疎水性シートか
らなり、その素材としては、例えば、ポリプロピレンやポリエチレン等の合成樹脂繊維で
形成されたスパンボンド不織布等が使用される。
【００３３】
　詳しくは、図１に示すように、幅方向に一対のサイドシート４０が、幅方向の中心線Ｃ
Ｌに関して線対称に配置され、長手方向に沿って前端部１０ａから後端部１０ｂまで、つ
まり生理用ナプキン１の外形輪郭まで延びている。そして、図５Ｂに示すように、各サイ
ドシート４０は、それぞれに、吸収体基材１２の幅方向の両端部の近傍位置において表面
シート１４に圧着固定されて固定部４４が形成されており、この固定部４４から端部４６
が自由端になっている。この端部４６には、弾性部材４８が伸長下の状態で長手方向に沿
って固定されている。よって、表面シート１４が内側となるように生理用ナプキン１を湾
曲させると弾性部材４８が収縮し、これによって、自由端たる前記端部４６は表面シート
１４から起立して防漏壁４６となる。なお、防漏壁たる端部４６の長手方向の前端部及び
後端部は、図５Ａ及び図５Ｃに示すように、表面シート１４側に伏せられた状態でホット
メルト系接着剤によりサイドシート４０に接合されており、起立しない未起立部となって
いる。
【００３４】
　また、これらサイドシート４０は、それぞれに、固定部４４から更に幅方向の外側へと
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延出しており、つまり、その外端縁は裏面シート３０の外形輪郭、つまり生理用ナプキン
１の外形輪郭にまで達している。そして、外端縁（図１中で網掛けで示す部分を参照）は
、裏面シート３０の幅方向の外端縁と長手方向に亘ってホットメルト系接着剤等により接
合される。
【００３５】
＜トップ吸収体２０について＞
　図６Ａから図６Ｅは、それぞれ、図２中のＡ－Ａ断面図、同Ｂ－Ｂ断面図、同Ｃ－Ｃ断
面図、同Ｄ－Ｄ断面図、同Ｅ－Ｅ断面図である。トップ吸収体２０は、液体を吸収する粉
砕パルプ積層体２２（吸液性部材に相当）と、粉砕パルプ積層体２２よりも表面側に配さ
れた中間シート２３と、これら粉砕パルプ積層体２２及び中間シート２３をひとまとめに
包み込み、これら粉砕パルプ積層体２２等を長手方向に長い長尺体形状に保持するための
保形シート２４（シートに相当）とを有する。更に、トップ吸収体２０の長手方向中央部
では、図６Ｂに示すように、保形シート２４のうちの身体と接触しない側である裏面側（
非接触側部分に相当）の一部と、保形シート２４の裏面側の他の一部とが、幅方向の中央
部において、長手方向に沿って対向するように接合されている。その結果、トップ吸収体
２０の長手方向中央部は、前端側２０ａや後端側２０ｂに比べて幅方向の幅が狭い幅狭領
域５１となっている。また、保形シート２４の一部と、他の一部とを接合する接合部５２
は、保形シート２４のうちの身体と接触する側である表面側（接触側部分）に露出しない
。なお、図３では、接合部５２の位置を示すために、接合部５２を点線にて仮想的に示し
ている。
【００３６】
　中間シート２３は、保形シート２４よりも液体の引き込み性に優れた透液性シートであ
り、その素材としては、例えばポリプロピレン等の合成樹脂繊維で形成されたエアースル
ー不織布等が使用される。この中間シート２３は、保形シート２４と重ね合わされた状態
で開孔エンボス加工が施され、これにより中間シート２３は保形シート２４に接合一体化
される。但し、中間シート２３は必須ではなく、例えば、保形シート２４を二層にするこ
とで密度勾配を設けても良い。
【００３７】
　ちなみに、開孔エンボス加工は、互いに対向する一対の加工部材（不図示）を用いて行
われる。すなわち、一方の加工部材には円錐状の突部が設けられており、対向する他方の
加工部材には前記突部が入り込む穴部が設けられている。そして、前記突部が形成されて
いる加工部材は加熱されており、円錐状の突部が、互いに重ね合わされた中間シート２３
と保形シート２４とを貫通して多数の孔２８（図２を参照）が形成される際に孔縁部が熱
融着されることにより中間シート２３は保形シート２４に接合一体化される。
【００３８】
　保形シート２４は、透液性シートであり、その素材には、例えば前述のベース吸収体１
０の表面シート１４と同素材が用いられる。この保形シート２４をシート状に平坦に展開
した際の平面形状は略長方形である。そして、この展開状態の保形シート２４にホットメ
ルト系接着剤を全面に塗った状態で、図６Ｃに示すように筒体状に丸めるとともに、その
幅方向の両端部２４ｅを重ね合わせてホットメルト系接着剤にて接合した状態において、
その筒体の内側には前記粉砕パルプ積層体２２や中間シート２３が長手方向に亘って収容
される。
【００３９】
　また、図２に示す保形シート２４における長手方向の前側の部分及び後側の部分は、そ
れぞれに、図６Ａ及び図６Ｅに示すように粉砕パルプ積層体２２や中間シート２３が無い
状態で折り畳まれるとともに、当該畳まれた部分にホットメルト系接着剤（不図示）が介
在された状態でエンボス加工による圧着が施され、これにより保形シート２４の長手方向
の前端部及び後端部は封止されて、薄厚の封止部２５，２６となっている。後側の封止部
２６はトップ吸収体２０を引き上げる際の摘み部として作用することが可能である。
【００４０】
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　更には、図２及び図６Ｄに示すように、トップ吸収体２０の後方であって少なくとも粉
砕パルプが存在する部分には、粉砕パルプ積層体２２を裏面側から覆って防漏シート５０
が設けられている。この防漏シート５０は不透液性シートであり、粉砕パルプ積層体２２
が吸収した液体がトップ吸収体２０の外面に染み出すのを防ぐ機能を有する。つまり、生
理用ナプキン１の使用時においては、トップ吸収体２０の後端部２０ｂがベース吸収体１
０の後端縁１０ｅよりも後方へ飛び出す場合があり得て、その場合にトップ吸収体２０の
後端部２０ｂの外面（特に裏面）に液体が染み出していたとしても、トップ吸収体２０の
後端部２０ｂが下着と接触した際に下着を汚してしまうことを防げる。この防漏シート５
０の素材としては、液体を完全に遮断できるポリエチレンやポリプロピレン等の無孔フィ
ルムが望ましいが、完全に遮断できなくても良く、例えば撥水性繊維からなる不織布等で
も良い。
【００４１】
　そして、トップ吸収体２０の裏面側には、トップ吸収体２０をベース吸収体１０の表面
に固定するための係止部２７（図２）が設けられている。この係止部２７により、トップ
吸収体２０を装着時に調整される好適な位置に維持することができる。係止部２７として
、粘着材やフック材（面ファスナーの雄材）等を用いることができる。例えば、平面から
所定の角度に傾いた複数の針状のピンが配列されているフック材では、一方向に引っ張る
際には繊維に引っ掛かり難く、一方向には係止が解除されやすくなり、他方向に引っ張る
際には繊維が引っ掛かり易く、他方向には係止されやすいフック材等が挙げられる。また
、係止力を高める目的で、トップ吸収体２０側に設けられた面ファスナーの雄材に対応す
る面ファスナーの雌材をベース吸収体１０側に設けても良い。
【００４２】
〈トップ吸収体２０とベース吸収体１０との接合について〉
　トップ吸収体２０は、ベース吸収体１０の表面側に、それぞれの幅方向の中心線ＣＬを
揃えて重ね合わせられ、トップ吸収体の前端部２０ａとベース吸収体の前端部１０ａとを
揃えた状態で接合される。なお、図３に示すように、トップ吸収体２０の後端側の封止部
２６は、使用者が摘むことができる程度にベース吸収体１０の外形輪郭から後方に突出し
ており、摘み部として機能する。
【００４３】
　そして、トップ吸収体２０の前端部２０ａはベース吸収体１０の前端部１０ａに強固に
本接合されている。本実施形態では、ベース吸収体１０の本接合部１０ｇ（図１の濃色で
示した領域）に、ホットメルト系接着剤ＨＭＡが塗布され（図中ではＨＭＡと記す）、接
着剤が塗布された領域とトップ吸収体２０の前端部２０ａが接着されることにより、本接
合される。ここで本接合とは、トップ吸収体２０とベース吸収体１０とを故意に分離させ
ようとすると、トップ吸収体２０とベース吸収体１０の少なくともいずれか一方の破損を
伴うことが余儀なくされる程度に強固に接合された分離不能な状態を言う。本接合の他の
方法として、溝付きエンボス加工などが挙げられる。
【００４４】
〈トップ吸収体２０の幅狭領域５１と圧縮溝１５について〉
　図７は、トップ吸収体２０における粉砕パルプ２２の秤量分布図である。図８Ａは、幅
狭領域５１を形成する前のトップ吸収体断面図であり、図８Ｂは、幅狭領域５１を形成し
た後の断面図であり、図８Ｃは、幅狭領域５１が身体の溝部９１（膣口後方から肛門まで
の間）に当接した様子を示す断面図である。
【００４５】
　本実施形態では、トップ吸収体２０のうちの身体の溝部９１と当接する領域は、前端側
２０aや後端側２０ｂに比べて幅方向の幅が狭い幅狭領域５１となっている。即ち、図２
に示すように、幅方向の長さがＷ１である幅狭領域５１は、幅方向の長さ（Ｗ２）が幅狭
領域５１の幅方向の長さＷ１よりも長い第１領域５３と、幅方向の長さ（Ｗ２）が幅狭領
域５１の幅方向の長さＷ１よりも長い第２領域５４との間に位置する。なお、幅狭領域５
１の幅方向の長さＷ１は、長手方向の全域に亘って等しいとし、幅狭領域５１が、トップ
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吸収体２０の長手方向中央部においてトップ吸収体２０の幅方向の長さが最小となる最小
部分に相当する。
【００４６】
　この幅狭領域５１を形成するために、図７に示すように、トップ吸収体２０のうちの身
体の溝部９１に当接する領域、即ち、膣口対面想定位置Ｚよりもやや後方に、ホットメル
ト系接着剤ＨＭＡが塗布されている。具体的には、膣口対面想定位置Ｚよりもやや後方の
位置Ｍ１から身体の溝部９１の長さ程度（例えば９０ｍｍ）までの位置Ｍ２に、ホットメ
ルト系接着ＨＭＡが塗布されている。
【００４７】
　そして、図８Ａ及び図８Ｂに示すように、保形シート２４の裏面側の一部５２Ａと保形
シート２４の裏面側の他の一部５２Ｂとが、ホットメルト系接着剤ＨＭＡにより、幅方向
の中央部において接合されることで、幅狭領域５１が形成される。ゆえに、ホットメルト
系接着剤ＨＭＡが塗布されているトップ吸収体２０の領域が、保形シート２４の一部５２
Ａと他の一部５２Ｂとを接合する接合部５２に相当する。
【００４８】
　また、本実施形態では、トップ吸収体２０の長手方向中央部の位置Ｍ１から位置Ｍ２ま
で連続してホットメルト系接着剤ＨＭＡが塗布されており、保形シート２４の裏面側の一
部５２Ａと他の一部５２Ｂは、位置Ｍ１から位置Ｍ２に亘って、長手方向に沿って対向す
るように接合される。ゆえに、トップ吸収体２０のうちの位置Ｍ１から位置Ｍ２までが幅
狭領域５１となる。なお、図３に示すように、幅狭領域５１の近傍も、幅狭領域５１の影
響を受けて、トップ吸収体の前端部２０aや後端部２０ｂに比べて、幅方向の長さが若干
短くなっている。
【００４９】
　仮に、トップ吸収体２０に幅狭領域５１が設けられていないとすると、使用者がトップ
吸収体２０を溝部９１に密着させようとしても、本実施形態のように、トップ吸収体２０
を溝部９１へ速やかに入り込ませることができない。特に、痩せ気味で臀部等の肉があま
り発達していない使用者の場合には、幅が狭くなっていないトップ吸収体２０を自身の肉
で挟み込むことは難しい。
【００５０】
　そこで、本実施形態のトップ吸収体２０のように、身体の溝部９１に当接する領域に幅
狭領域５１を設けることで、トップ吸収体２０を身体の溝部９１に入り込ませ易く、また
、溝部９１にトップ吸収体２０を密着させ易くすることができる。その結果、液漏れが防
止される。
【００５１】
　更に、このような身体に密着させやすいトップ吸収体２０を、本実施形態では、保形シ
ート２４の裏面側の一部５２Ａと他の一部５２Ｂとを接合することで実現させており、製
造方法が比較的に容易である。そのため、本実施形態の生理用ナプキン１は安価に大量生
産することも可能となる。
【００５２】
　また、本実施形態のトップ吸収体２０では、幅狭領域５１を形成する接合部５２が、保
形シート２４の身体と接触する側（表面側）に露出しないように、保形シート２４の裏面
側の一部分同士がホットメルト系接着剤ＨＭＡにより接合されている。そのため、固化し
て硬くなったり、ベトベト感のあるホットメルト系接着剤ＨＭＡが使用者の肌と接触する
ことがなくなったり、使用者に不快感を与えてしまうことを防止できる。また、ホットメ
ルト系接着剤ＨＭＡ等の化学物質が使用者の肌に接触しないため、衛生的な生理用ナプキ
ンであるともいえる。
【００５３】
　つまり、本実施形態では、粉砕パルプ２２を内包する保形シート２４の裏面側の一部分
同士を接合することにより、身体の溝部９１に密着し易い生理用ナプキンを容易に製造す
ることを実現させ、また、接合部が身体と接触する側に露出しないため、着け心地の良い
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生理用ナプキンが製造される。
【００５４】
　更に、図７と図８Ａに示すように、トップ吸収体２０のうちの幅狭領域５１に相当する
領域では、保形シート２４の裏面側の一部分同士が接合されやすいように、幅方向中央部
の粉砕パルプ２２の秤量が幅方向両側部の粉砕パルプ２２の秤量よりも少なくなっている
（Ｂ－Ｂ断面、Ｄ－Ｄ断面）。また、粉砕パルプ２２の少ない幅方向中央部が折れ起点と
なって折れ、図６Ｂのような、左右均等な山折り形状が形成され易くなる。この結果、身
体の溝部の奥まで幅狭領域５１が到達する。これに対して、幅狭領域５１よりも前方の第
１領域５３と幅狭領域５１よりも後方の第２領域５４では、特に幅方向中央部が幅方向の
両側部よりも粉砕パルプ２２が少なくなっていることはない。即ち、第１領域５３及び第
２領域５４（Ｃ－Ｃ断面）の目付（ｇ／ｍ２）は、幅狭領域５１の目付よりも高くなって
いる。このように、幅狭領域５１の目付を減らすことで粉砕パルプ２２の使用量も出来る
限り抑えられている。
【００５５】
　その他、保形シート２４の裏面側の一部分同士が接合されている幅狭領域５１（図６Ｂ
）に比べて、第１領域５３と第２領域５４は比較的に平面形状（図６Ｃ）である。幅狭領
域５１よりも後方の第２領域５４は使用者の腰部（背中）と当接するため、就寝時などに
使用者が横になった際にも、使用者に違和感を与えてしまうこと（段差を感じさせてしま
うこと）を防止できる。就寝時には、排泄された液体が溝部９１を伝って腰部まで流れや
すいため、身体の腰部と当接する第２領域５４の幅方向の長さが比較的広いことで、液漏
れを防止でき、外観上においても使用者に安心感を与えることができる。また、係止部２
７が設けられている第２領域５４が平面形状であることにより（図２）、装着時にトップ
吸収体２０をベース吸収体１０に確実に係止することができる。
【００５６】
　同様に、幅狭領域５１の前方側の第１領域５３も平面形状であり、トップ吸収体２０と
ベース吸収体１０とが前端部１０a，２０aにて確実に本接合される。また、本実施形態で
は、膣口対面想定位置Ｚよりもやや後方が幅狭領域５１であるため、排泄される液を比較
的広い面積の吸収体で受けることができ、液漏れが起こり難くなっている。
【００５７】
　また、使用者の身体は、前述の通り、膣口後方の会陰部は溝部（凹部）となっているが
、膣口周辺は大陰唇が発達しており、比較的に凸部となっている。そのため、本実施形態
のように、膣口周辺（凸部）では、トップ吸収体２０は大陰唇を覆うように凹状に変形し
（平面形状の第１領域５３が湾曲し）、膣口後方の会陰部（溝部）では、トップ吸収体２
０は溝部に入り込むように山状（図８Ｃ）となることが好ましい。そして、本実施形態の
ように、トップ吸収体２０の保形シート２４の裏面側の一部分同士を接合し、幅狭領域５
１を形成することで（トップ吸収体２０を山折りすることで）、膣口周辺と会陰部の境界
部分において、トップ吸収体２０の変形（凹状から山状）がスムーズに行われるため、身
体の前後方向（長手方向）の全域に亘って、トップ吸収体２０を密着させることができ、
液漏れが生じ難い。
【００５８】
　また、本実施形態のトップ吸収体２０では、溝部９１の頂部からの液が幅狭領域５１の
接合部５２まで到達すると、液は幅方向の左右に分かれて、ベース吸収体１０へ移行する
ため、トップ吸収体２０の全域で液を吸収することができ、トップ吸収体２０有効に利用
することができる。
【００５９】
　なお、図７では、ホットメルト系接着剤ＨＭＡは、中心線ＣＬの近傍にのみ塗布され、
中心線ＣＬからトップ吸収体２０の右端までの全面に亘っては塗布されていない。これは
、トップ吸収体２０の幅方向の両端（左右端）付近にまでホットメルト系接着剤ＨＭＡが
塗布されると、包装時にトップ吸収体２０とベース吸収体１０とが接着してしまうおそれ
があるからである。但し、ホットメルト系接着剤ＨＭＡの塗布位置はこれに限らず、トッ
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プ吸収体２０の幅方向の両端近傍にまでホットメルト系接着剤ＨＭＡが塗布されていても
良い。こうすることで、より幅の狭い幅狭領域５１を形成することができるため、トップ
吸収体２０は身体の溝部の奥まで入り込み易くなる。なお、使用されるホットメルト系接
着剤ＨＭＡとしてはオレフィン系等の固化した際にタックが少ない物（ベタベタ感が少な
い物）が好ましい。　
　また、中心線ＣＬから幅方向の両端（左右端）までの全面に亘ってホットメルト系接着
剤ＨＭＡを塗布しないことで、図８Ｃに示すように、幅狭領域５１の断面形状は、頂部か
ら底部にかけて幅方向の長さが長くなり、トップ吸収体２０は身体の溝部９１の頂部から
側面に沿って密着することができる。　
　また、図７では、ホットメルト系接着剤ＨＭＡは、中心線ＣＬよりも右側の領域のみに
塗布されているが、これに限らず、中心線ＣＬを挟んだ左右両側の領域に塗布してもよい
。但し、中心線ＣＬを折り位置としてトップ吸収体２０を山折りする場合には、中心線Ｃ
Ｌを境に幅方向の片側（右側または左側）の領域のみにホットメルト系接着剤ＨＭＡを塗
布した方が接着剤の消費量を削減できる。
【００６０】
　ところで、本実施形態の生理用ナプキン１では、トップ吸収体２０とベース吸収体１０
とが、図１に示す本接合部１０ｇ以外の領域にて、離隔可能となっている。そのため、装
着時に使用者はトップ吸収体２０を身体の溝部に入り込ませてトップ吸収体２０の位置を
調整し、トップ吸収体２０が位置調整された状態で、トップ吸収体２０の係止部２７がベ
ース吸収体１０（または下着）に係止固定される。これにより身体の溝部に入り込んだ状
態でトップ吸収体２０が位置決めされる。そして、装着中においては、使用者の股の挟み
こみにより、ベース吸収体１０のうち、一対の圧縮溝間の領域（１５ｃ，１５ｄの間の領
域）は身体側に湾曲するため、身体の溝部に入り込んだトップ吸収体２０を一対の圧縮溝
１５ｃ，１５ｄ間の領域により支持することができる。ここで、ベース吸収体上の一対の
圧縮溝１５ｃ，１５ｄ間の領域のうち、トップ吸収体２０の幅狭領域５１が重ねられる領
域を「湾曲部」とする。
【００６１】
　また、トップ吸収体２０が溝部の奥まで入り込み、湾曲部とトップ吸収体２０が接触し
ていないとしても、湾曲部は溝部に入り込んだトップ吸収体２０と比較的近くに位置する
ことが出来る。そのため、装着中にトップ吸収体２０が溝部の奥の位置から徐々に外れそ
うになったとしても、湾曲部がトップ吸収体２０を下から支持することができるため、ト
ップ吸収体２０が溝部から完全に外れてしまうことを防止することができる。
【００６２】
　図９Ａは、本実施形態の生理用ナプキン１の装着中における幅狭領域５１と湾曲部１７
の断面図であり、図９Ｂは、比較例の生理用ナプキン１´の装着中における幅狭領域５１
と湾曲部１７´の断面図である。比較例の生理用ナプキン１´では、湾曲部１７´（ベー
ス吸収体１０´のうち、長手方向に延びる一対の圧縮溝１５´間の領域）の幅方向の長さ
Ｗ４が、幅狭領域５１におけるトップ吸収体２０の幅方向の長さＷ１よりも短くなってい
る。このような生理用ナプキン１´では、湾曲部１７´の面積が幅狭領域５１の底面部の
面積よりも小さく、身体の溝部に入り込んだトップ吸収体２０を安定して支持することが
できない。そうすると、使用者が激しく動いた場合に、トップ吸収体２０が身体の溝部か
ら外れ易くなってしまう。
【００６３】
　そこで、本実施形態の生理用ナプキン１では、湾曲部１７の幅方向の長さＷ３を幅狭領
域５１の幅方向の長さＷ１よりも長くしている（なお、圧縮溝１５ｃ，１５ｄは幅方向に
幅を有するため、湾曲部１７の幅方向の長さＷ３は、圧縮溝１５ｃのうちの最も左側の位
置から圧縮溝１５ｄのうちの最も右側の位置までの長さとする）。そうすると、湾曲部１
７の面積が幅狭領域５１の底面部の面積よりも大きくなり、身体の溝部に入り込んだトッ
プ吸収体２０を安定して支持することができ、トップ吸収体２０が溝部に密着した状態を
維持することができる。
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【００６４】
　また、例えば、使用者が幅方向の右側に傾いた場合に、比較例の生理用ナプキン１´で
は、下着に付着固定されているベース吸収体１０´の湾曲部１７´は、使用者の動きに追
随して右側に傾くが、面積の小さい湾曲部１７´は、トップ吸収体２０を右側に傾けるこ
とができない虞がある。そうすると、トップ吸収体２０は溝部から外れ易くなってしまう
。これに対して、本実施形態の生理用ナプキン１では、面積の大きい湾曲部１７により、
トップ吸収体２０を右側へ傾けることができ、トップ吸収体２０が溝部に密着した状態を
維持することができる。
【００６５】
　つまり、本実施形態の生理用ナプキン１は、ベース吸収体１０のうち、幅狭領域５１が
重ねられる領域の一対の圧縮溝間の領域（湾曲部１７）の幅方向の長さを、幅狭領域５１
の幅方向の長さ以上としているため、身体の溝部に入り込んだトップ吸収体２０を湾曲部
１７により安定して支持することができ、使用者の身体に密着し易い生理用ナプキンであ
る。
【００６６】
〈生理用ナプキン１の包装について〉
　図１０Ａは、生理用ナプキンの個別包装の様子を示す図である。トップ吸収体２０をベ
ース吸収体１０に接合した状態で長手方向の三カ所Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３の折り位置にて、四
つ折りに折り畳みつつ、一枚の包装シート３５にて一緒に包装し、リードテープ３６で留
められる。
【００６７】
　なお、図７に示すように、長手方向の三カ所の幅方向に沿った折り位置Ｐ１,Ｐ２，Ｐ
３では、各々長手方向の前後に隣り合う部分よりも粉砕パルプ２２の坪量を幅方向に亘っ
て少なくし、生理用ナプキン１を四つ折りし易くしている（ベース吸収体１０も同様）。
【００６８】
　図１０Ａに示すように、ウィング部３２はトップ吸収体２０側へ折り返されて包装され
る。ちなみに、ウィング部３２の裏面の接着剤３３と、剥離剤が塗布された保護シート３
４の面とが対向するように、ウィング部３２と保護シート３４とが接着している。こうす
ることで、使用者が生理用ナプキン１の包装を解く際に、剥離剤の作用により、ウィング
部３２の方に接着剤３３が移着して残り、ウィング部３２に「ずれ止め用付着部３３」が
形成される。このように、トップ吸収体２０を保護シート３４とベース吸収体１０とで挟
むことで、折り畳む際のトップ吸収体２０の位置ずれを防止できる。同様に、係止部２７
も、折り畳む際のトップ吸収体２０の位置ずれを防止する役割を果たす。
【００６９】
　また、個別包装の際に、後端部(仮接合部１６)においてもトップ吸収体２０とベース吸
収体１０をエンボス加工等により分離可能に仮接合してもよい。後端部１６を仮接合する
ことで、ベース吸収体１０に対してトップ吸収体２０が位置ずれせず、トップ吸収体２０
が曲がった状態で包装されてしまうこと防止できる。
【００７０】
〈生理用ナプキン１の包装の変形例〉
　図１０Ｂは、生理用ナプキン１が三つ折りに折り畳まれる包装形態を示す図である。こ
の変形例では、長手方向の二カ所Ｐ１，Ｐ２の折り位置にて、三つ折りに折り畳みつつ、
一枚の包装シート３５にて一緒に包装する。
【００７１】
　その際に、幅方向に沿った折り位置Ｐ１，Ｐ２上に、ホットメルト系接着剤ＨＭＡ（接
合部５２）が存在しないようにする。そうすることで、保形シート２４の裏面側の一部分
同士が接合された幅狭領域５１にて折り畳まれることが避けられるため、接合部５２が剥
がれ難く、且つ、折り畳み易くなる。
【００７２】
＝＝＝第２実施形態＝＝＝
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　前述の実施形態では、トップ吸収体２０とベース吸収体１０とが、本接合部１０ｇにお
いて分離不可能に本接合されていたが、第２実施形態では、本接合部１０ｇに相当する部
分（以下、接合部分と言う）において、トップ吸収体２０とベース吸収体１０とが分離可
能とする。
【００７３】
　例えば、ベース吸収体１０の接合部分には面ファスナーの雌材が固定される一方、トッ
プ吸収体２０の前端部２０ａの裏面側には、前記雌材に対応させて面ファスナーの雄材が
固定されており、これによって、接合部分においてトップ吸収体２０とベース吸収体１０
とは着脱可能となる。
【００７４】
　そのため、ベース吸収体１０とトップ吸収体２０とを別々に包装する（不図示）包装形
態が可能となる。即ち、ベース吸収体１０については、それのみを包装シート上に載置し
た状態で、包装シートと共にベース吸収体１０を所定の折り位置Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３にて四
つ折りに折り畳んで包装し、他方、トップ吸収体２０の方も、それのみを、上記とは別の
包装シート上に載置した状態で、包装シートと共にトップ吸収体２０を所定の折り位置Ｐ
１，Ｐ２，Ｐ３にて四つ折りに折り畳んで包装する。そして、好ましくは、ベース吸収体
１０とトップ吸収体２０の折り位置は同位置が良い。同位置であれば、トップ吸収体２０
をベース吸収体１０に接合する際に、折り位置を重ね合わせられるため、接合しやすい。
【００７５】
　このようにベース吸収体１０とトップ吸収体２０とが別々に包装される場合、ベース吸
収体１０の包装体、及び、トップ吸収体２０の包装体は、それぞれ所定数にまとめられる
とともに別々の袋に収容されて二つの収容体が生成され、更に、これら二つの収容体が一
つの袋に一緒に収容されて、この袋を販売の最小単位として市場に供給される。但し、販
売の最小単位は、これに限るものではなく、例えば、トップ吸収体２０の収容体とベース
吸収体１０の収容体とを別々に販売しても良い。
【００７６】
　ちなみに、トップ吸収体２０とベース吸収体１０を別々に販売した場合には、次のよう
な長所がある。例えば、生理用ナプキンを昼用及び夜用というように別々に買い置きして
おかずに済み、生理用ナプキンの住宅在庫を削減できる。経血の少ない昼用の生理用ナプ
キンとしてはベース吸収体１０のみを使用し、一方、経血の多い夜用として使用する際に
は、ベース吸収体１０にトップ吸収体２０を接合して使用する。つまり昼用の生理用ナプ
キンを夜用に変形して用いることができて、これにより住宅在庫を削減できる。また、所
定時間だけ使用してトップ吸収体２０が充分に経血を吸収した際に、ベース吸収体１０は
交換せずにトップ吸収体２０のみを交換することも可能であり、そうすれば、ベース吸収
体１０の交換頻度が低くなる分、ゴミを削減できる。
【００７７】
　ところで、トップ吸収体２０とベース吸収体１０とが個別に包装される場合、トップ吸
収体２０用の包装シートの素材としては、例えば、ＳＭＳ不織布（上下のスパンボンド不
織布でメルトブローン不織布を挟んだ三層構造の不織布）等の不織布が好ましい。これは
、トップ吸収体２０はベース吸収体１０の用に裏面側にずれ止め用の接着剤が塗布されて
いないため、包装シートが不織布であれば、その繊維間隙間に、接合用の面ファスナーの
雄材や係止部２７により、トップ吸収体２０が有効に係止され得るので、四つ折りに折り
畳む際のトップ吸収体２０の幅方向の位置ずれを抑えることができ、使用者が包装を解い
た際の見た目の印象を良くすることができる。
【００７８】
＝＝＝その他の実施形態＝＝＝
　前述の実施形では、トップ吸収体２０とベース吸収体１０の後端部（図１０の仮接合部
１６）が分離可能であるが、前端部と同様に剥離不能に本接合されていても構わない。ま
た、トップ吸収体２０とベース吸収体１０とが長手方向の全域に亘って剥離不能に本接合
されていても構わないが、トップ吸収体２０の幅狭領域５１がベース吸収体１０から離隔
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可能であることで、トップ吸収体２０を身体の溝部に入り込ませ易く、また、トップ吸収
体２０をより身体の溝部に密着させることができる。
【００７９】
　前述の実施形態では、ベース吸収体１０上に長円状の圧縮溝１５が形成されているがこ
れに限らない。例えば、長円のように、ベース吸収体１０の中央部が圧縮溝により囲われ
ることなく、ベース吸収体１０の幅方向の両側部にて一対の圧縮溝が長手方向に伸びてい
るだけでもよい。前述の実施形態の圧縮溝１５は、図１に示すように、低圧縮部１５aと
高圧縮部１５ｂとが交互に並んでおり、表面シート１４と吸収体基材１２が長手方向に沿
って連続的に圧縮されているがこれに限らない。例えば、エンボス加工によるドット状の
圧縮部が非連続的に長手方向に並んで形成されてもよい。
【００８０】
　また、ベース吸収体１０のうち、幅狭領域５１が重ねられる領域に、長手方向に沿った
圧縮溝が３本以上形成されていてもよく、このような場合には、幅方向における最も一方
側（右側）の圧縮溝と最も他方側（左側）の圧縮溝との、ベース吸収体１０の幅方向の長
さを、幅狭領域５１の幅方向の長さ以上にすれば、トップ吸収体２０が身体に密着した状
態を維持することができる。これは、ベース吸収体１０は、幅方向における最も側端側の
圧縮溝を折り起点として折れ易いため、最も側端側の一対の圧縮溝間の領域で、トップ吸
収体２０を支持することになるからである。
【００８１】
　前述の実施形態では、トップ吸収体２０の長手方向中央部（幅狭領域５１）の幅方向の
長さを、保形シート２４の裏面側の一部分を接合することにより、トップ吸収体２０の前
端側２０aや後端側２０ｂよりも幅方向の長さを短くしているが、これに限らない。例え
ば、トップ吸収体２０の長手方向中央部の粉砕パルプ２２の秤量を他の領域の秤量に比べ
て少なくし、くびれ部を形成してもよい。そして、ベース吸収体上のうち、くびれ部が重
ねられる領域における一対の圧縮溝間の幅方向の長さが、くびれ部の幅方向の長さ以上と
なるようにすれば、くびれ部は安定して身体の溝部に密着することができる。但し、くび
れ部は本実施形態の幅狭領域５１に比べて全体的に細くなるため、くびれ部は身体の溝部
の側面部に接することができず、溝部とくびれ部との間から液が漏れやすい。また、幅狭
領域５１に対して、くびれ部は粉砕パルプの秤量が少なくなるため、大量に液体が排泄さ
れた場合に、液を溢れさせてしまう虞がある。しかし、その一方で、前述の実施形態に比
べて、くびれ部を有するトップ吸収体は、保形シート２４の裏面側に接着剤を塗布し、保
形シート２４の一部分同士を接合する必要がないため、製造方法が更に容易となる。
【００８２】
　また、前述の実施形態は、本発明の理解を容易にするためのものであり、本発明を限定
して解釈するためのものではない。本発明は、その趣旨に逸脱することなく、変更、改良
され得ると共に、本発明にはその等価物が含まれることはいうまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】ベース吸収体の表面側の平面図である。
【図２】トップ吸収体の表面側の平面図である。
【図３】ベース吸収体とトップ吸収体が接合された状態を示す図である。
【図４】生理用ナプキン１の斜視図である。
【図５】図５Ａから図５Ｃはベース吸収体の断面図である。
【図６】図６Ａから図６Ｅはトップ吸収体の断面図である。
【図７】トップ吸収体における粉砕パルプの秤量分布図である。
【図８】図８Ａは本実施形態の生理用ナプキンの断面図であり、図８Ｂは比較例の生理用
ナプキンの断面図である。
【図９】図９Ａは幅狭領域形成前の断面図であり、図９Ｂは幅狭領域形成後の断面図であ
り、図９Ｃは幅狭領域が身体の溝部に当接した様子を示す図である。
【図１０】図１０Ａは生理用ナプキンの個別包装の様子を示す図であり、図１０Ｂは個別
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包装の変形例を示す図である。
【符号の説明】
【００８４】
１　生理用ナプキン
１０　ベース吸収体、１０ａ　前端部、１０ｂ　後端部、１０ｇ　本接合部、
１２　吸収体基材、１２ａ　粉砕パルプ積層体、１４　表面シート、
１５　圧縮溝、１６　仮接合部、１７　湾曲部
２０　トップ吸収体、２０ａ　前端部、２０ｂ　後端部、
２２　粉砕パルプ積層体、２３　中間シート、２４　保形シート、
２５　封止部、２６　封止部、２７　係止部、２８　孔、
３０　裏面シート、３０ａ　前端部、３０ｂ　後端部、
３２　ウィング部、３３　ずれ止め用付着部、３４　保護シート、
３５　包装シート、３６　リードテープ、
４０　サイドシート、４４　固定部、４６　端部、４８　弾性部材、
５０　防漏シート、５１　幅狭領域、５２　接合部、５３　第１領域、
５４　第２領域、９０　下着、９１　溝部、
ＣＬ　中心線、Ｚ　膣口対面想定位置

【図２】 【図３】



(17) JP 2009-50405 A 2009.3.12

【図４】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】
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【図１】
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【図５】



(21) JP 2009-50405 A 2009.3.12

【図６】
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